
82018年（平成30年）４月号

　子どもの悩みや心配事の相談を
電話で受けています。秘密は厳守し
ますので、お気軽にご利用ください。
■相談先
　教育委員会（内線210）
■相談日時
　月〜金曜日　午前８時30分〜午
後４時30分（土・日曜日、祝祭日、
年末年始を除く）

教 育 相 談 電 話 行政・人権相談夕 ぐ れ 窓 口
　５月の夕ぐれ窓口を次のとおり町民生活課窓
口で開設します。
■開設期日　５月11日（金）、25日（金）
■開設時間　午後５時〜６時
　閉庁後に戸籍抄本・謄本（午後５時までに電
話での申込みが必要）や印鑑証明書、住民票が
必要な方、町に対する苦情や意見、要望のある
方は、お気軽においでください。なお、町税の
納付もできますので併せてご利用ください。

　町では、町民の皆さんの行政に対する意
見や要望、日頃生活する上での困り事など、
さまざまな内容の相談を受けるための行政
相談と人権相談を行っています。
　５月の相談日は次のとおりです。
■期　　日　５月10日（木）
■相談時間　午前10時〜午後３時　
■場　　所　国際交流会館１階102研修室

平
成
30
年
度
自
衛
官

　
募
集
案
内
に
つ
い
て

①
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で

　
次
に
該
当
す
る
方

・
一
般
・
音
楽
・
飛
行
要
員

　
→
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
20

　
　
歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
、
大

　
　
学
卒
業
（
短
大
を
除
く
、
本
年

　
　
度
卒
業
見
込
み
を
含
む
））、
大

　
　
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

　
　
み
を
含
む
）
28
歳
未
満
の
方

・
歯
科

　
→
専
門
の
大
学
卒
業
（
本
年
度
卒

　
　
業
見
込
み
を
含
む
）
で
20
歳
以

　
　
上
30
歳
未
満
の
方

・
薬
剤
科

　
→
専
門
の
大
学
卒
業
（
本
年
度

　
　
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
で
20

　
　
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間

　
平
成
30
年
５
月
１
日
（
火
）
ま
で

※
締
切
日
必
着

●
試
験
期
日

・
一
次
試
験

　
→
平
成
30
年
５
月
12
日
（
土
）、

　
　
13
日
（
日
）（
13
日
は
飛
行
要

　
　
員
希
望
者
の
み
）

・
二
次
試
験

　
→
一
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

●
試
験
会
場

▽
一
次
試
験

　
青
森
・
弘
前
・
八
戸
市
内
（
飛
行

　
要
員
希
望
者
は
青
森
市
内
の
み
）

▽
二
次
試
験

　
仙
台
駐
屯
地
、
松
島
基
地
（
飛
行

　
要
員
希
望
者
の
み
）

②
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

●
受
験
資
格

　
医
師
免
許
ま
た
は
歯
科
医
師
免
許

　
を
取
得
し
て
い
る
方

●
受
付
期
間

　
平
成
30
年
４
月
20
日
（
金
）
ま
で

※
締
切
日
必
着

●
試
験
期
日

　
平
成
30
年
５
月
11
日
（
金
）

　
町
で
は
、
第
５
次
鶴
田
町
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
縁
組
織

や
住
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
地

域
内
諸
団
体
の
育
成
と
活
動
を
支
援

す
る
「
わ
の
町
ふ
る
さ
と
み
ら
い
計

画
支
援
事
業
」
の
実
施
主
体
を
募
集

し
ま
す
。

●
実
施
主
体

　
町
民
５
人
以
上
で
組
織
す
る
地
縁

　
組
織
、
住
民
活
動
団
体
お
よ
び
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
等
と
し
ま
す
。

●
事
業
内
容

　
対
象
と
な
る
事
業
は
、
総
合
計
画

　
の
趣
旨
お
よ
び
内
容
に
合
致
し
、

わ
の
町
ふ
る
さ
と
み
ら

い
計
画
支
援
事
業
の
実

施
主
体
を
募
集
し
ま
す

　
地
域
内
諸
団
体
が
自
ら
の
創
意
と

　
工
夫
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

　
す
る
た
め
の
事
業
と
し
ま
す
。

●
助
成
措
置

　
こ
の
事
業
の
採
択
を
受
け
る
こ
と

　
に
よ
り
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経

　
費
に
つ
い
て
、
２
分
の
１
に
相
当

　
す
る
額
以
内
の
額
（
た
だ
し
、

　
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）
を

　
助
成
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
観
光
課 

ま
ち
づ
く
り
班　

　
（
内
線
２
６
１
）

　
県
で
は
、
自
動
車
税
の
口
座
振
替

自
動
車
税
の
納
付
は
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
分
か
ら
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
方
は
納
税
者
本
人
の
通

帳
と
預
金
届
出
印
を
持
参
の
上
、
４

月
27
日
（
金
）
ま
で
に
、
取
扱
金
融

機
関
ま
た
は
地
域
県
民
局
県
税
部
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ

　
て
い
る
方
で
も
、
自
動
車
の
買
い

　
換
え
や
ナ
ン
バ
ー
変
更
に
よ
り
申

　
込
内
容
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は

　
再
度
申
込
み
が
必
要
で
す
。

●
県
税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

　
シ
ョ
ン

　

http://w
w

w
.pref.aom

ori.　

　

lg.jp/life/tax/top.htm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

　
西
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

　
納
税
管
理
課　

   

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
７
３
（
34
）
２
１
１
１　

　
（
内
線
２
０
５
）
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平成30年度集団健診の申込期間です

場所：町保健福祉センター「鶴遊館」

■問い合わせ・申込先
　健康保険課 健康長寿班
　（内線131、132、133、136）

【４か月児健康診査】
・月　日　５月９日（水）
・受　付　午後１時〜１時10分
・対　象　平成29年12月生
・内　容　小児科診察・離乳食試食と
　　　　  進め方

【10か月児健康診査】
・月　日　５月９日（水）
・受　付　午後１時10分〜１時20分
・対　象　平成29年６月生
・内　容　小児科診察・むし歯予防の
　　　　  お話・離乳食試食と進め方

【７か月児健康相談】
・月　日　５月10日（木）
・受　付　午前９時〜９時10分
・対　象　平成29年９月生
・内　容　育児相談・離乳食試食と
　　　　  進め方
　【３歳児健康診査】
・月　日　５月30日（水）

・受　付　午後12時〜12時10分 
・対　象　平成26年８～ 10月生
・内　容　小児科・歯科診察、フッ素塗
　　　　  布、むし歯予防指導、尿検査、
　　　　  耳鼻科検査、発達・育児相談
　　　　  等
※バスタオル・母子手帳を忘れずにお持
　ちください。また、風邪などの病気の
　あるお子さんは次回の健診を受けられ
　ますので、事前に保健師まで連絡して
　ください。
※離乳食試食の際は、赤ちゃん用エプロ
　ン、おしぼりをお持ちください。
※３歳児健診は個別通知あり

　4 月末から 5 月初旬まで、各地区の保
健協力員が「集団健診申込書」を持って
健診受診対象者のいるご家庭を訪問しま
す。
　ぜひ近隣の皆さんで声をかけ合って健
診を受けましょう。
　たくさんのお申し込みをお待ちしてお
ります。

乳 幼 児
健康診査

●
試
験
会
場

　
防
衛
省
本
省
市
ヶ
谷
庁
舎

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
五
所
川
原
地
域
事
務
所

　
五
所
川
原
市
栄
町
34
の
６

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
７
３
（
35
）
２
３
０
５

        

０
８
０
（
４
３
６
７
）
４
０
６
４

　
五
所
川
原
圏
域
定
住
自
立
圈
の
２

市
４
町
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
創
業

を
目
指
す
方
や
事
業
所
の
新
た
な
事

業
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、「
ご
し

ょ
が
わ
ら
圏
域
創
業
相
談
ル
ー
ム
」

を
開
設
し
ま
す
。

　
創
業
・
起
業
支
援
の
専
門
家
「
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

が
構
想
・
企
画
の
段
階
か
ら
創
業
・

起
業
に
至
る
ま
で
、
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
創
業
・
起
業
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
か
ら
、
具
体
的
に
創
業
・
起

業
を
お
考
え
の
方
ま
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
料
金
は
無
料
で
す
。

●
開
設
場
所

　
五
所
川
原
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
２

　
階
第
２
教
室
（
五
所
川
原
市
字
一

　
ッ
谷
５
０
３
ー
５
）

「
ご
し
ょ
が
わ
ら
圏
域

操
業
相
談
ル
ー
ム
」
開

設
の
お
知
ら
せ

青森県内全域無料送迎いたします！

■ご予約・お問合せは
●10名様以上で7日前までにご予約ください。

ご利用時間10:00～15:00

彩りプラン
2,000円※入館料・室料込

※お弁当スタイルになります。

●お一人様

   温泉ご入浴＆お食事
ご休憩「個室」の厳選パック

《六ケ所原燃ＰＲセンター見学付》

3,000円より

●お一人様

　広報つるたに掲載する有料広告を募集しています。毎月、
町のほぼ全世帯に配布され、多くの町民の方が目にしますの
で新聞等と同等の宣伝効果が見込めます。なお、掲載できる
広告は行政広報紙としての目的や印象を損なわず、幅広い年
代の町民に提供する情報としてふさわしいものであり、いく
つかの条件がありますので、掲載を希望される皆さまは企画
観光課まちづくり班（内線262）までお問い合わせください）。

広報つるたに掲載する有料広告を募集しています

 【有料広告】	

9　 広報つるた　No.690

●
開
設
日
時

　
毎
週
火
曜
日
（
第
５
火
曜
日
を

　
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
右
記
以
外
の
日
時
で
ご
希
望
の
方

　
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
利
用
申
込
先

　
五
所
川
原
市　

　
経
済
部
商
工
労
政
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
７
３
（
35
）
２
１
１
１

　
（
内
線
２
５
５
２・２
５
５
３
）

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県
内
の
中
小

企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
が
加

入
す
る
健
康
保
険
事
業
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
お
け
る
当

支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
９
・

96
％
の
ま
ま
据
え
置
き
で
す
。

　
厳
し
い
医
療
保
険
の
財
政
状
況
の

中
、
協
会
け
ん
ぽ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
お
け
る
、
加
入
者
お
よ
び

事
業
主
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

保
険
料
額
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会 

青
森
支
部

　
ＴＥＬ　
０
１
７（
７
２
１
）２
７
１
３

平
成
30
年
度
協
会
け
ん

ぽ
青
森
支
部
の
保
険
料

率
に
つ
い
て

成人用肺炎球菌ワクチンについて

　肺炎球菌ワクチンは、肺炎球菌によ
る肺炎などの感染症を予防し、重症化
を防ぎます。
　対象年齢に該当する方は、接種費用
を町が一部助成します（本人負担額
３千円）。対象者および申込方法等の
詳細は、3 月末に毎戸配付したチラシ
をご確認ください。実施期間は平成
30 年 4 月から平成 31 年 3 月までと
なっていますので、対象になっている
方は、忘れずに受けましょう。

平成30年度健康カレンダーについて

　新年度の健康カレンダーが、各地区
の保健協力員をとおして毎戸配布され
ました。複数枚ほしい方は、必要な枚
数を差し上げますのでいつでもお問い
合わせください。新年度の健康づくり
の計画にお役立てください。
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■
課
長
級

◇
鶴
田
診
療
所
事
務
長
（
鶴
田
診
療

所
次
長
）
佐
藤
浩
美
（
※
昇
任
）
◇

建
設
整
備
課
長
（
建
設
整
備
課
土
木

班
総
括
班
長
）
佐
藤
儀
郎
（
※
昇
任
）

■
班
長
級

◇
町
民
生
活
課
福
祉
支
援
班
長
（
町

民
生
活
課
福
祉
支
援
班
総
括
主
幹
）

古
舘
真
由
美
（
※
昇
任
）
◇
鶴
田
診

療
所
主
幹
・
総
務
係
長
（
健
康
保
険

課
健
康
長
寿
班
付
）
渋
谷
朋
樹
（
※

配
置
換
）
◇
建
設
整
備
課
土
木
班
長

（
町
民
生
活
課
福
祉
支
援
班
長
）
鈴

木
秀
樹
（
※
配
置
換
）

■
総
括
主
幹
級

◇
町
民
生
活
課
福
祉
支
援
班
総
括
主

幹
（
町
民
生
活
課
く
ら
し
の
窓
口
班

主
任
主
査
）
菊
地
咲
子
（
※
昇
任
）

■
主
任
主
査
・
主
査
級

◇
産
業
課
農
業
振
興
班
主
査
（
産
業

課
農
業
振
興
班
主
事
）須
藤
丈
尋（
※

昇
任
）
◇
町
民
生
活
課
福
祉
支
援
班

主
査
（
町
民
生
活
課
福
祉
支
援
班
主

事
）
三
浦
千
香
子
（
※
昇
任
）
◇
総

務
課
人
事
行
政
班
主
査
（
青
森
県
総

務
部
市
町
村
課
）
成
田
圭
一
（
※
昇

任
）
◇
健
康
保
険
課
健
康
長
寿
班
主

査
（
建
設
整
備
課
土
木
班
主
査
）
寺

山
倫
宏
（
※
配
置
換
）
◇
税
務
会
計

課
税
務
相
談
班
主
査
（
健
康
保
険
課

国
保
介
護
班
主
査
）
髙
橋
聖
子
（
※

配
置
換
）
◇
産
業
課
農
業
振
興
班
主

査
（
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
）
齋

藤
奈
央
（
※
配
置
換
）
◇
健
康
保
険

課
国
保
介
護
班
主
査
（
税
務
会
計
課

税
務
相
談
班
主
査
）
佐
藤
琴
美
（
※

配
置
換
）

■
一
般
職
員

◇
町
民
生
活
課
福
祉
支
援
班
主
事

（
健
康
保
険
課
国
保
介
護
班
主
事
）

池
田
万
貴
子
（
※
配
置
換
）
◇
税
務

会
計
課
税
務
相
談
班
主
事
（
企
画
観

光
課
ま
ち
づ
く
り
班
主
事
）
渋
谷
大

樹
（
※
配
置
換
）
◇
企
画
観
光
課
ま

ち
づ
く
り
班
主
事
（
総
務
課
人
事
行

政
班
主
事
）
坂
本
光
陽
（
※
配
置
換
）

◇
教
育
委
員
会
社
会
教
育
班
主
事

（
産
業
課
農
業
振
興
班
主
事
）
笹
森

健
斗
（
※
配
置
換
）
◇
税
務
会
計
課

出
納
徴
収
班
主
事
（
税
務
会
計
課
税

務
相
談
班
主
事
）
松
山
隼
斗
（
※
配

置
換
）
◇
企
画
観
光
課
ま
ち
づ
く
り

班
主
事
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
班

主
事
）
葛
西
莉
央
（
※
配
置
換
）

■
単
労
職

◇
菖
蒲
川
小
学
校
用
務
員
（
水
元
中

央
小
学
校
用
務
員
）
山
本
理
（
※
配

置
換
）◇
富
士
見
小
学
校
用
務
員（
菖

蒲
川
小
学
校
用
務
員
）
斎
藤
満
（
※

配
置
換
）◇
梅
沢
小
学
校
用
務
員（
鶴

田
中
学
校
用
務
員
）
澁
谷
真
一
（
※

配
置
換
）◇
鶴
田
中
学
校
用
務
員（
富

士
見
小
学
校
用
務
員
）中
野
康
宏（
※

配
置
換
）
◇
水
元
中
央
小
学
校
用
務

員
（
鶴
田
小
学
校
用
務
員
）
八
木
橋

祐
生
（
※
配
置
換
）

■
派
遣

◇
青
森
県
総
務
部
市
町
村
課
（
企
画

観
光
課
ま
ち
づ
く
り
班
主
事
）
高
嶋

秀
行
◇
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

（
健
康
保
険
課
健
康
長
寿
班
付
）
渋

谷
朋
樹
◇
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

（
産
業
課
農
業
振
興
班
主
査
）
川
村

恵
幸

■
派
遣
（
更
新
）

◇
佐
藤
浩
美
（
つ
が
る
西
北
五
広
域

連
合
）
◇
北
谷
美
香
（
つ
が
る
西
北

五
広
域
連
合
）

■
採
用

◇
須
藤
雄
太
（
産
業
課
農
業
振
興
班

主
事
）
◇
三
浦
夏
波
（
町
民
生
活
課

く
ら
し
の
窓
口
班
主
事
）
◇
川
村
み

ち
か
（
健
康
保
険
課
国
保
介
護
班
主

事
）
◇
工
藤
桃
沙
（
健
康
保
険
課
健

康
長
寿
班
保
健
師
）

■
退
職
（
３
月
31
日
付
）

◇
成
田
正
利
（
建
設
整
備
課
長
）
◇

鏡
谷
聖
（
鶴
田
診
療
所
事
務
長
）
◇

山
田
光
裕
（
梅
沢
小
学
校
用
務
員
）

■
再
任
用

◇
企
画
観
光
課
観
光
班
専
門
員　

成

田
正
利
◇
鶴
田
小
学
校
用
務
員　

山

田
光
裕
◇
教
育
委
員
会
社
会
教
育
班

専
門
員
（
公
民
館
）（
総
務
課
人
事

行
政
班
専
門
員
）
秋
庭
隆
貢
◇
税
務

会
計
課
出
納
徴
収
班
専
門
員
（
総
務

課
人
事
行
政
班
専
門
員
）
山
本
栄
◇

産
業
課
農
業
振
興
班
専
門
員　

佐
々

木
明
彦
◇
健
康
保
険
課
健
康
長
寿
班

専
門
員　

工
藤
彰
敍
◇
教
育
委
員
会

社
会
教
育
班
専
門
員
（
公
民
館
）（
税

務
会
計
課
出
納
徴
収
班
専
門
員
）
成

田
弘
美
◇
町
民
生
活
課
く
ら
し
の
窓

口
班
専
門
員　

神
幸
子
◇
町
民
生
活

課
福
祉
支
援
班
専
門
員　

宮
本
文
彦

◇
任
期
満
了
（
３
月
31
日
付
）
佐
々

木
明
（
鶴
田
中
学
校
用
務
員
）
◇
任

期
満
了
（
３
月
31
日
付
）
花
田
貴
美

人
（
健
康
保
険
課
健
康
長
寿
班
陶
芸

指
導
員
）

鶴
田
町
職
員
人
事
異
動

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
の
鶴
田
町
職
員
の
人
事
異
動
、
新
規
採
用
職
員
お
よ
び
退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
前
職
名
で
す
（
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
は
配
属
先
）。

タカタ製エアバッグリコール未改修者は、
平成30年５月から車検が通らなくなります！

◇まずは検査システムで措置対象かどうかを確認してください！
　・検索システム パソコン用URL：http/www.jaspa.or.jp/user/mycar/application/recallsearch.html
◇未改修の場合は、早急に販売店でリコール改修を実施してください！
　・国土交通省タカタ専用ダイヤル　TEL：03（5539）0452
　・エアバッグリコール特設ホームページ　http://www.milt.go.jp/jidosha/carinf/rcl/recallinfo_000.html

【国土交通省からの重要なお知らせ】
早急にリコール作業を
受けてください！



11 広報つるた　No.69011　 広報つるた　No.690

 【有料広告】	

こちら町の情報局

「雑がみ」の分別にご協力をお願いします

　「雑がみ」は、大きさの違いから束ねて出すことが難しいため、「紙袋に入れて出す」「大きな紙に包んで出す」
「雑誌などの間に挟んで出す」といった方法でお出しください。
　「雑がみ」は、燃やせるごみとして捨ててしまいがちですが、分別して「資源ごみ」として出すことにより、
新たな製品に生まれ変わります。
　ビニールや金属などは取り除いて、粘着テープは使用しないでください。
　燃やせるごみの減量と資源の有効活用を図るため、雑がみの分別にご理解とご協力をお願いします。

●「雑がみ」の出し方

★古紙リサイクルセンターをご利用ください
　紙ごみの資源化を促進するため、一般家庭や事業所からの古紙をいつでも無料で受け入れることのできる
古紙リサイクルセンターを西北五クリーン社鶴田営業所に設置しておりますので、お気軽にご利用ください。
　また、古紙リサイクルセンターでは衣類の回収も行っています。「まだ着られるけど、ごみに出すしかない」
と思うような衣類がありましたら、ぜひご利用ください。

■古紙リサイクルセンターに関する問い合わせ先

　新聞やダンボール、雑誌・雑がみ等の「古紙」は、可燃ごみとして出されることが多く、紙類の資源化量
の低下の原因となっています。今月号では、雑がみについて分別のポイントをお知らせします。

●雑がみ類専用のごみ箱を置こう
　日常の生活を見直してみると、ティッシュ箱や菓子箱、はがきや封筒など「雑がみ」は意外と多いことに
気づくはずです。「雑誌・雑がみ」専用のごみ箱を置いて古紙の分別を進めて行きましょう。

　（有）西北五クリーン社鶴田営業所（菖蒲川字前田142の3）
　TEL：0173（22）2011　午前８時から午後４時まで（日曜日、12月31日から１月３日を除く）
　町民生活課 くらしの窓口班　TEL：0173（22）2111（内線151）

●「雑がみ」とは
　「食品・お菓子の紙箱」、「ティッシュの空き箱」、「メモ用紙」、「封筒」など、
新聞紙や雑誌類と違い、束ねて出すことが難しい細かい紙類のことをいいます。

  ・防水加工された紙（紙コップ、ヨーグルトやカップ麺の容器、紙皿など）
  ・カーボン紙（宅配便の複写伝票など）
  ・合成された紙（ケーキ・キャラメル包装紙、クッキングシートなど）
  ・感熱紙（レシート、ファックス用紙など）
  ・水に溶けない紙（写真、インクジェット用はがき、シール台紙、ガムの包み紙など）
  ・油や食品で汚れた紙（宅配ピザ・ケーキ・ドーナツ・弁当の箱など）
  ・においのついた紙（洗剤や線香・石けんの箱など）

●「雑がみ」として出せないもの

※古紙リサイクルセンターへの衣類の出し方
　衣類を出す際は、洗濯をするなどあらかじめ汚れを落とした上で、中身が確認できる透明な袋に入れて出
してください。出す前にポケット等の中に貴重品などが入っていないか必ず確認してください。
　回収できない衣類もありますので、ご不明な点は町民生活課くらしの窓口班までお問い合わせください。
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歴史文化伝承館（旧水元小学校）イベントのお知らせ
《鶴田書道会作品展》《山道子供会弥生画展》
　大人だけではなく、子どもたちの力作もたくさんありますので、お気軽に
足を運んでくだされば幸いです。
●日時　平成 30 年４月 28 日（土）〜５月６日（日）午前９時〜午後４時
●場所　鶴田町歴史文化伝承館 展示ギャラリー　TEL：（22）2692

鶴田町へ定住される方を支援します

●対象物件
　平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した以下の物件
　①居住用として新築する住宅②居住用として購入する住宅（建売住宅）③居住用として購入する中古住宅
●申請者の要件
　①鶴田町内に居住する住宅等の所有がないこと（建て替えは除きます）
　②住宅取得後 5 年以上の居住が見込まれる方　
　③住宅取得後に所有権者となること（持ち分所有を含む）
　④市町村民税等公租公課において滞納のない方
●交付額および交付期間
　住宅および対象住宅用地に係る土地の固定資産税相当額を交付します。ただし、1 申請につき 5 万円を限
　度とします。交付金は鶴田町商品券で交付し、期間は課税された初年度から 3 年間とします。
●交付申請
　申請は毎年度とし、当該年度の 2 月末までに手続きが必要です。申請書と添付書類（住民票謄本の写し、
　土地・建物の登記簿謄本の写し、町税および税外収入金の納付状況等の調査を認める同意書、固定資産税
　課税明細書の写し、その他町長が必要と認める書類など）を提出。
※翌年度以降も引き続き交付金の交付を受ける予定の方は、添付書類を省略できます。
●対象期間
　平成 28 年 4 月 1 日〜平成 32 年 3 月 31 日
■問い合わせ・申込先
　企画観光課 まちづくり班　TEL：0173（22）2111（内線 263）　FAX：0173（22）6007

定住支援交付金事業を活用しませんか
　町では、定住促進を図るため、他市町村に住所を有する方または町内に住所を有するが住宅を所有しない
方が、定住のために町内に住宅を新築または取得する場合に、定住支援交付金を交付します。

こちら町の情報局

鶴田町の公用封筒に掲載する広告を募集します
●封筒サイズ・色
　長３サイズ（縦120mm×235mm）、茶色
●広告の規格および募集掲載枠数
　封筒裏面スペース（縦40mm×横80mm）
　４枠（１企業につき１枠まで）
●広告掲載料
　１枠あたり３万円（消費税および地方消費税を含む）
●発行予定枚数
　１万枚
●申込方法
　封筒広告申込書に広告のデザイン、申込団体概要を添付し、総務課財務班へ提出
●申込受付期間
　平成30年４月16日（月）から５月15日（火）まで
※詳細については、町ホームページの公用封筒有料広告募集ページ（http://www.town.tsuruta.lg.jp/info/
　futoukoukoku.html）をご確認ください。
■問い合わせ先
　鶴田町役場 総務課 財務班　TEL：0173（22）2111（内線274）

△広告掲載イメージ図（※掲載位置は抽選で決定します）
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こちら町の情報局

３月 22 日（木）に国際交流会館で行われた誕生証書交付式に出席された
方々（平成 30 年１月届け出）

また少しにぎやかになるね！
早くおいしいもの一緒に食べ
たいな♥
（佐藤 綾子さん・菖蒲川）

愛咲（ななせ） ちゃんへ

私たちの所に来てくれてあり
がとう♥すくすく大きく育っ
てね！
（宮本 明日香さん・強巻）

伊絃（いづる） くんへ

思いやりのある元気な子に 
育ってね♥♥♥

（對馬 志穂さん・新田子）

愛月（るな）ちゃんへ

　　

　空手の国際大会とアルペンスキーの全国大会に出場
する選手が３月９日（金）、町役場に相川町長を訪ね、
大会での健闘を誓いました。「2018 国際親善空手道
選手権大会」に出場する長内泉

み ゆ か
由椛さん（鶴田小３年）

は「今まで練習してきたことを発揮して優勝できるよ
う頑張りたい」と意気込みを語りました。
　出場する大会と選手は次のとおり。

空手・アルペンスキーの選手が国際大会・全国大会出場へ

▷全国小学生アルペンスキー大会（３月 26 〜 28 日、岩手
県八幡平市安比高原スキー場）：木村泰蔵（梅沢小６年）、
蒔苗蒼太朗（梅沢小６年）、三浦大門（鶴田小５年）、山谷
一茶（胡桃舘小４年）、相馬大羅（鶴田小３年）、松江伶恩（胡
桃舘小２年）、相馬新大（鶴田小１年）、山谷向日葵（胡桃
舘小６年）、泉さくら（梅沢小６年）、永山りの（鶴田小５年）
▷ 2018 国際親善空手道選手権大会（４月 21 〜 22 日、東
京体育館）：長内泉由椛（鶴田小３年）

鶴田町子育て
支援センターのお知らせ

《子育て相談日》
　子どもの成長、発達の遅れ、
不登校、ひきこもりなど子育て
上、気にかかりご心配なことは
何でもご相談ください。内容に
よっては専門の先生が対応しま
す。予約制ではありませんので
気軽にお越しください。
●日時
　４月28日（土）、５月26日（土）、
　６月23日（土）
　①午前10時〜 12時　
　②午後１時〜３時

《ふれあい体験（小中校生・大人）》
●日時
　毎週土曜日　午前９時から
　（午前中で終了します）
※上記以外の日時でも相談に応
　じます。
●場所
　つるた乳幼児園（桜町）
●募集人員
　１日５人（要予約）
●内容
　子どもたちと遊んだり、おむ
つ交換、食事の世話等の体験
※子どもたちと昼食をとりたい
　方はお弁当を持参ください。
※遊べる服装でおいでください。

■問い合わせ・申込先
　鶴田町子育て支援センター
　（つるた乳幼児園）
　TEL：0173（22）3765

△全国大会出場の報告に訪れた選手や関係者


